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表紙：鉛筆画　「薬師寺金堂 薬師三尊像」
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新年のご挨拶

大阪国際サイエンスクラブ 理事長
西 川 秀 昭

新年明けましておめでとうございます。会員の
皆様方におかれましては、益々ご健勝で新しい年
を迎えられたこととお慶び申し上げます。

新型コロナウィルス感染症が蔓延し始めてから
3 年近くが経過しました。ワクチン接種が進み、
感染状況の改善の兆しが見えてもウィルスは変異
を繰り返し、その都度感染の波が押し寄せ、私た
ちの生活は制約を受けることになりました。当ク
ラブの集会事業も大きく影響を受け、オンライン
による講演会を中心とした行事運営を余儀なくさ
れてきました。徐々にリアル行事の再開も試みて
いますが、見学などの受け入れにまだまだ慎重な
事業者様も多く、以前のように自由に活動できる
日が来るまでにはもう少し時間が掛かりそうで
す。また、海外への旅行や出張も徐々に再開され
ていますが、海外視察団の派遣となるとハードル
が高く、昨年も残念ながら中止せざるを得ません
でした。このようにまだまだ制約はあるものの、
コロナ後に向かって、その灯りは徐々に見えつつ
あると考えています。

上述のように厳しい状況ではありましたが、当
クラブとしては工夫しながら以下に述べるような
行事運営に取組んで参りました。

まず１月には、例年好評を博している「金曜サ
イエンスサロン」を開催し、最新の脳科学の研究
成果を脳情報通信融合研究センターの研究者の
方々に４週に亘ってご紹介頂きました。

海外の研究機関と共同で研究を進めている若い
研究者の方にご自身の研究内容や世界のサイエン
ス動向をご紹介頂くセミナーでは、3 月にドイツ
の脱炭素戦略について、５月には医療応用に向け
た異種動物由来ヒト化心臓血管組織の開発につい
て、そして 10 月にはタイにおける巨大淡水魚の
生態研究ついての講演会を開催し、海外の研究動
向などを知ることが出来ました。

外部の有識者の方に話題性の高いテーマについ
てご講演頂く特別懇談会では、4 月に大阪・関西
万博の活用と未来ビジネスについて、また 7 月に
はデジタル化の推進について、さらに 8 月には日
本で初めて開発に成功した手術支援ロボットにつ
いて、それぞれご講演頂きました。

6 月の会員総会は 3 年ぶりに会場開催（オンラ
イン併用）し、続く記念講演会では 4 月に開学し
たばかりの大阪公立大学初代学長の辰巳砂昌弘様
に、開学までの経緯や新大学に対する抱負などに
ついて語って頂きました。

5 年目を迎えた若手学識者と企業等の異分野交
流会では、3 月に歯科口腔医療の近未来について、
また 9 月には AI を様々な分野で活用するための
取組みについてご紹介頂きました。

会員の皆様から話題提供して頂く会員のつどい
では、リアル見学会を 3 年ぶりに開催し、世界的
な課題となっている温室効果ガスの削減を目指し
て開設された大阪ガス様の研究開発拠点 CNRH

（カーボンニュートラルリサーチハブ）を見学さ
せて頂きました。

一方、広報事業では、「高齢化」や「起業」をテー
マに、様々な有識者の方や会員の方にご寄稿頂き
ながらスケジュール通りに年 4 回発行し、会員の
皆様の元へお届けすることが出来ました。

当クラブでは、広い視点で科学と技術を勉強す
る活動を進めると共に、異文化・異分野の交流を
さらに充実させてまいります。何卒、当会員皆様
方の積極的なご参加を賜りたく、よろしくお願い
申し上げます。

最期になりましたが、コロナ禍が一日も早く終
息し、会員の皆様、並びにご家族の皆様方に健や
かな日常が戻ることを祈念して、新年のご挨拶と
させて頂きます。
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超高齢社会の日本の課題
日本は世界一の超高齢社会です。超高齢社会と

は、65 歳以上の高齢者の割合が、総人口の 21％
を超えた社会を指しています。内閣府（2022）の
高齢社会白書によると 2021 年の日本の高齢化率
は 28.9％であり、その基準を大きく超えているこ
とになります。推計では、この高齢化率は、2065
年には38.4％にもなると考えられています。また、
平均寿命は、男性が 81.47 年、女性が 87.57 年で
あり（厚生労働省，2022）、多くの人が長寿を迎
える社会といえます。

ドイツ出身の心理学者エリクソンは、人間のラ
イフステージを 8 つに分けて、それぞれのステー
ジで向き合うべき発達課題があると論じました

（Table1）。人生最終段階の発達課題は「自己統合」
です。これまでの人生を振り返り、自分が生きて
きた人生や自分自身を肯定的に受け入れること、
また世代間のつながりの中に自分を位置づけ、次
世代へ希望をつなぎ、自分の人生の意味を見出す

「自己統合」と、自分の人生が自分のものでなかっ
たと感じたり、本来の自分らしく歩めていなかっ
たことに気が付いても、取り戻すには遅すぎるた
めに感じる「絶望」との葛藤が課題とされていま
す（Erikson, 1982）。各ライフステージでは、生
涯発達していく上で重要な課題が提示されていま
すが、自分の人生を納得して生き切るために、人
生の集大成の時期は最重要ステージといえます。
この最重要な時期を、いかに自分らしく創造して
いくのかが、超高齢社会における個人の、そして
社会の課題といえるでしょう。

幸福な老いとは？ 
一般的に、老いは「喪失」の時期とされてきま

した。当たり前に感じていた若さや健康をはじ
め、社会的な仕事や役割、収入、大切にしていた
友人や家族などを喪失していく機会が多いからで
す。長寿を手にしたことは、身体的・社会的・心
理的な沢山の喪失を経験しながら生きる時間が長

高齢期に幸福でいるために重要なこと
　　　　　　　　：老年心理学の立場から

近畿大学総合社会学部
塩﨑  麻里子

特別寄稿
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くなったことも意味します。そのため、老年期
は、衰退・依存・非生産性という 3 つのネガティ
ブな言葉で表現されることも少なくありませんで
した。

高齢期に経験するネガティブな出来事だけでな
い、ポジティブな側面に注目が集まり始めたのは、
1960 年代に入ってからです。アメリカ老年心理
学会で「サクセスフルエイジング」という言葉が
注目され始めたことがきっかけだと言われていま
す（杉澤，2015）。サクセスフル・エイジングは
日本語では、幸福な老い、幸せな歳の重ね方…な
ど様々に訳されますが、適切な和訳がないので本
稿では、カタカナ表記のまま論を進めます。

サクセスフルエイジングは、これまで社会学・
医学・心理学などの専門性や問題意識から、それ
ぞれの定義がなされ、モデル提案されました。社
会学モデルで最も有名なのは活動理論です。この
モデルでは高齢者が持っている心理社会的ニー
ズを引き出し、社会から引退させずに、活動を
継続することが、サクセスフルだと定義します

（Havighurst, 1961）。つまり、社会から引退せず
に、生涯現役で、アクティブに活動を続けている
シニアが、幸福な歳の重ね方なのだから、いかに
して社会に高齢者が働ける居場所を作るかに焦点
化されていました。

医学モデルは、疾患に罹患していない、または
疾患のリスク要因を有しておらず、機能障害がな
く、社会参加をしていることがサクセスフルとな
ります（Rowe & Kahn, 1987）。医学領域では、「健
康」が柱になりますので、若さを保つことに焦点
化され、老化に抗うアンチエイジングという発想
になるわけです。アンチエイジング医学において
は、老化をひとつの病気として捉え、老化を予防
し、治す時代が近づいてきていると言われること
すらあります。

しかし、この世に生まれたものは、いずれ必ず
死を迎えます。できるだけ若々しく、元気で過ご
せる時間が長くなり、健康寿命が延びるのは喜
ばしいことですが、自然の摂理として、私たち
の身体は老いて、いずれ必ず機能低下し、アク

ティブな生活ができなくなります。そのような
老いへどのようにすれば適応できるのかを提案
したのが心理学モデルです。Baltes（1997）の提
唱 し た SOC 理 論（Selective Optimization with 
Compensation；選択最適化補償理論）では、加
齢に伴う喪失に対して、目標を変えて（選択）、
限られた資源を目標達成のために効率よく配分
し（最適化）、他者の援助を借りて（補償）、目標
を達成し続けることがサクセスフルであるとされ
ています。つまり SOC 理論によると、社会から
引退しても、健康を失っても、私たちは自律的に
人生を選択し、目標を達成する戦略をとることが
できれば、高齢期にも幸福で心理的に良い状態

（well-being）を保つことが可能と考えられてい
ます。

高齢期に幸福でいるために大切な要因
高齢期に心身共に健康で、幸福でいるためには

何が大切なのかを追求した研究があります。ハー
バード大学の発達研究は、75 年に渡って、約 20
億円かけて継続された超長期的な研究です。人生
を実際に追跡する形で実施されたこの研究は、考
えつく限りの幸福に影響する可能性のある変数が
測定され、高齢期の心身の健康と幸福との関連が
検討されました。経済的要因、結婚状況、子ども
の有無、家族の関係性、幼少期の母子関係、仕事
内容、IQ、生活習慣…本当に多くの要因が細か
く検討されました。長期的な研究なので様々な研
究成果が報告されていますが、繰り返し強調され、
最も重要な要因であることが判明したのは、「信
頼できる他者との暖かな関係性」でした。

この他者との信頼できる関係性が重要だという
ことは、高齢期の幸福感だけでなく、認知症発
症率の低下（Kuiper et al., 2015）や寿命の延伸

（Holt-Lunstad, 2010）にも大きな影響をもつこと
が近年のメタ分析の結果わかり、大変注目されて
います。社会とのつながりがないことは、これま
での健康リスク要因の代表格とされてきた喫煙、
過度の飲酒、肥満、運動などに比べても、匹敵する、
あるいはそれ以上の死亡リスクであると示された
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のです（Figure1 参照）。「世界で一番恐ろしい病
は、孤独」とはマザーテレサの言葉ですが、まさ
に他者とのつながりが、人間の健康や幸せを考え
る上で、インパクトのある要因だということが世
界の共通認識とされる時代になったのです。

しかしながら、世界と比較した時に、日本の高
齢者は、家族以外の他者とのつながりが希薄であ
ることがその特徴として知られています。例えば、
60 歳以上を対象とした内閣府の国際比較調査

（2021）で、家族以外の親しい友人がいるかとい
う質問に対して、日本人の 31.3％はいないと回答
しています。米国 14.2％、ドイツ 13.5％、スウェー
デン 9.9％に比べてかなり高い値となっています。
さらに、同様の調査では、独居の男性高齢者に限
ると 20％が、困った時に頼れる人がいないと答
えています。幸せな高齢期どころか、社会的孤立、
孤独死といった言葉がリアリティをもって、頭を
よぎる数字です。さらに、孤独を感じている人は、
認知的ゆがみが生じて、他者との関係性を築く
のが難しいことが知られています。SOC 理論で、
最期まで自律的に自分らしく人生を生き切るため
にも、他者からの支援を引き出すことは不可欠で
す。

ただ、信頼できる他者との暖かい関係性は、日々
の生活の中の一つ一つのやり取りの中で培われて
いくものであるため、短期間で環境を改善するこ
とは困難です。さらに日本は欧米に比べて、他者
との調和や周囲との関係性を重視する文化をもっ
ています。そのため、幸福でいるためにも、他者
との関係性はより重要な位置づけになります。し
かし，社会的流動性が低い環境において他者との
関係性の優先順位が高いことは，逆に大きなスト
レスにもなることから、おひとり様文化が根強く、
周囲に迷惑をかけないことが美徳となり、他者と
つながりにくい社会へと加速していってしまうの
です。日本のこの状況を、社会として、個人とし
て、どう向き合い、乗り越えていけば良いのでしょ
うか。

老いを人生の収穫の時にするために
金持ちであっても、権力者であっても、知識人

であっても、私たち人間は、この世に生まれたか
らには、必ず 100％の確率で死を迎えます。その
タイミングは誰にもわかりません。けれど、その
日までどう生きるかは私たちの選択です。そして
その選択の繰り返しが、私たちがこの世を去る時
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の状況を作るのです。日本にホスピス・緩和ケア
を広めた第一人者の 1 人である柏木哲夫は、「人
が生きてきた『生きざま』が『死にざま』に凝縮
される」と述べています。不平不満を言って生き
てきた人は不平不満を言いつつ、周りに感謝して
生きてきた人は感謝しながら、生きてきたように
死んでいくというのです。

是非、折に触れて、自問自答してみてください。
自分は、どのようなことに喜びや幸せを感じてき
たのか？人生の最期に傍にいて欲しい人はどのよ
うな人たちなのか？その人たちに、どのような人
だったといわれたいか？人生の最期の締めくくり
を、信頼できる愛する人たちに見送ってもらい、
その人たちの思い出の中で生き続けるために、い
くつであったとしても、今からできることがきっ
とあるはずです。人生において、何を選択するか
に意識をむけると、おのずと何に時間と想いと労
力を使うべきかが見えてきます。

老年心理学の様々な知見は、老いることに伴う
喪失を避けることはできなくても、私たち人間は
生涯成長できることを示しています。人生の最期
には、その人が生きてきた文化的様式から影響を
受けた思考・行動パターン、人生における価値の
志向性、人生を乗り切るための対処方略と感情調
整方略、自分を形成する上で重要な記憶の伝達、
そして、他者との関係性が大きく影響するといえ
るでしょう。そのひとつひとつが、私の関心事で
あり、研究対象です。高齢者がマジョリティとなっ
た社会を支えるという視点だけでなく、高齢者が
若い時には見えなかった景色をみることのできる
存在として老いを愉しみ、豊かな実りの時間を過
ごせる社会の仕組みづくりにおいて、何ができる
のか。かつて人類の夢であった長寿を手にした私
たちが、いま取り組むべきは、様々な分野の叡智
を集結して、この哲学的ともいえる問いに挑み続
けることだと感じています。
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【日本経済の今】
日本は人口減少に直面しており、世の中の仕組

みに影響を及ぼしている。日本のデジタルの投資
が進まないのも、この人口減少に伴う社会構造の
変化が大きく関わっている。日本の人口は 2100
年には 7 千万人になると予想されている。ちなみ
に韓国の人口は現在 6 千万人程度である。

日本の労働生産性は、２０００年以降伸び止
まっている（図 1）。製造業の発展に伴い、生産
性の低い産業セクターから生産性の高い製造業に
労働人口が移動したことにより労働生産性は向上
したが、製造業の停滞とともに労働力の受け皿
キャパシティも減り、生産性の低いサービス業等
のセクターに労働力が流れることで、全体として
日本の生産性は横ばいになっている。地方に多い
労働集約的なサービス業の生産性を上げていかな
い限り、日本の１人当たりＧＤＰも労働生産性も
実質賃金も上がらない。

人口減少局面になり、需要と供給のイニシアチ
ブの逆転が生じている。すなわち、需要が右肩上
がりの市場拡大期のような、需要側が供給側に合
わせるという昭和型のやり方は限界を迎え、供給
が需要に合わせるという、令和型のモデルになる

のである。そのためにシェアドエコノミーやリサ
イクルを真剣に考える必要がある。具体的な例を
挙げると、各家庭が車を持つのではなくて、カー
シェアで効率よく家計を回すようなことである。
その実現には、需給をリアルタイムで把握し、供
給側の意思の確認を待たずに、先にものやサービ
スを動かすためのデジタル基盤が必ず必要とな
る。また、従来のものづくり中心の経済からシェ
アードエコノミーなどを積極的に活用したサービ
ス重視の経済への移行が必要となる。進まぬ製造
業の立地とサービス業の生産性低迷に悩む地域経
済においても、デジタル技術を活用し、自助や公
助だけでなく共助のビジネスモデルを積極的に活
用した新たな生活経済モデルを構築していくこと
が必要である。

【共助のビジネスモデル】
市場拡大期には、各事業者が個別にデジタル投

資を行っても回収が見込めるので投資は進むが、
市場縮小期には投資回収できないリスクがあるた
めに二の足を踏むことになる。特定の事業者等が
共用するデータ連携基盤などは、事業者が共同で
投資する、すなわち「共助」の考え方が必要とな
る。協調領域のデジタル基盤を共助の力で構築で
きれば、その結果として競争領域の新しい投資も
動くことになる。協調領域のデジタル投資と競争
領域のデジタル投資はセットとして考えるべきで
ある。

【デジタル田園都市構想】
地方創生も８年目になり、地域によっては面白

いプロジェクトも多数出来ている。しかし、地域
にはプロジェクトを創る土壌は出来てきたもの
の、そのプロジェクトを担う人を集めることや、

企業のデジタル化
2022 年 7月 25日講演

デジタル庁統括官 国民向けサービスグループ長
村上   敬亮

講演要旨

図1. 労働生産性の推移と要因
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プロジェクトを事業化する動きが圧倒的に弱いと
いう問題がある。

都会の暮らしや大企業における働き方は、様々
なビジネスにチャレンジしたい創造的な人材に
とって閉塞感のある空間となっている恐れがあ
る。思い切り自分の力を試せるような、自由で活
力ある暮しとビジネス実践の場は、地域にこそ実
現できないかと考えている。プロジェクト群を多
数つくり、関心ある人材を内外から集めることに
徹してみてはどうかと考えている。さらに、その
ときに「インクルーシブスクエア（職住学游が近
接し、デジタルインフラが整った包摂性空間のこ
と）」が重要ではないだろうか。せっかく複数の
面白いプロジェクトが集まっているのだから、サ
テライトオフィスやシェアードオフィスをつく
り、そこで議論や雑談をすることがとても大事な
ことである。今後、地域にはサテライトオフィス
やシェアードオフィスを積極的に展開し、多様か
つ創造的な人材を一か所に集め、複数のスタート
アップを集結させつつ、経済的、人的、制度的支
援によりスタートアップを育成する場を各エリア
に育てることが重要である。

デジタル化の話は、最終的にはスタートアップ
に行き着く。デジタルの新しいサービスは大手ベ
ンダーや大企業が提供するにはコストがかかりす
ぎるので、アメリカの西海岸に倣い、東京に対す
る非東京エコノミーを創れば良いのではないかと
考えており、それが我々の考えている「デジタル
田園都市構想」である。特に都会では組織の閉塞
化が進んでおり優秀な若者が伸びない。そのため
に地域創生が必要である。

個別事業だけが盛り上がっても、エリアの活性
化には繋がらない。事業とエリアの双方を同時に
盛り上げることが必要である。ここに先ほどの共
助の考え方が入ってくる。事業では GP と呼ばれ
る無限責任を負うプレイヤーや、有限責任を負
う LP、そして寄付の仕組みや借金しても参加す
る人たちが組み合わされてくるが、特に GP の存
在は有用である。また、共助をうまく進めるには
市民を巻き込むことが重要で、市民を新しいサー
ビスの享受者という存在に留めさせず、クラウド
ファンディングや投資という形で、事業の提供者
側の視点を持ってもらう必要があると考えてい
る。市民というのは、そこに住民票がある人たち
だけでなく、広くそのエリアが好きだったり、興
味がある人たちも含めた広い意味での市民であ
る。デジタル投資も協調領域と競争領域の投資を
動かすための仕組みづくりも、全てエリアと事業、
投資家と事業、住民と事業を自己組織化するとい
うことであり、これを目指さないと、結果として
デジタル投資自体も進まないことになる。

その例として、講演では、上士幌町、豊田市、
三豊市更別村、前橋市、浜松市が取り上げられ、
具体的なコミュニティーナースなどの事例が紹介
された。エリアと事業の双方を有機的に関連付け
て盛り上げると類型化が可能となる。その一例と
して、マイナンバーの効率的な使い方がある。マ
イナンバーを個人に紐づけると最強の個人認証の
カードになり、さらにそのマイナンバーがスマホ
に入るととても効率的な利用シーンが出現する。
例えばコンサートチケットの購入でマイナンバー
を紐づけるようなシーンであり、それは単にコン
サート会場だけでなく、駅からコンサート会場ま
での導線にあるお店の活性化にも繋げることがで
きる。

したがって、実はデジタル化を進めるために必
要なことはコミュニティづくりである、と言い換
えることもできる。共助という、協調領域のレイ
ヤーを作り出し、協調領域と競争領域の関係をう
まく仕組みにしていくことが世界中で競われてい
るのではないだろうか。図2. インクルーシブスクエア
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2022 年 9 月 23 日、岡山市の市街地に、弊社で
開発した複合型施設「杜の街グレース」がグラン
ドオープンしました。フードホールや物販、医療
機関が入居する杜の街プラザ、地元放送局や弊社
の本社、全国企業の支店、保育園や地方の魅力を
世界に発信するグロッサリーショップが入るオ
フィススクエア、スーパーや社員食堂が入居する
オフィススクエアアネックス、さらには総戸数
363 戸のレジデンスが完成し、そこに住む人、働
く人だけで約 2,500 人、商業施設の完成により、
訪れる人を含むと約 8,000 人～ 12,000 人が集う街
が完成しました。

インスタグラムなど SNS を見ても多くの方が
施設の写真と共に投稿してくださっており、岡山
の街の中心地に実にフォトジェニックな施設が完
成し、岡山の魅力が凝縮され、思わず誰かに伝え
たくなるような街が誕生したのではないかと自負
しています。

杜の街グレース誕生のきっかけ
この地は 2017 年に閉業したイトーヨーカドー

岡山店跡地で、総敷地面積は 38,005㎡。このうち、

第 1 期として 16,798㎡を開発しました。
全ては、2015 年、イトーヨーカドー岡山店の

土地と建物の権利を両備が取得したことがスター
トです。オーナー交代のあいさつの際、イトーヨー
カ堂の元社長さんに「両備さんが、岡山の人々
が喜び岡山の未来に繋がる開発をしたいのであれ
ば、ぜひ将来的にこの場所でやってみては？」と
お声がけいただき、そこから岡山の価値を上げる
ことができる「まちづくり」について真剣に考え
始めました。

もともと両備グループは、公共交通や観光業
を担う会社として岡山をより盛り上げていくこ
とが必要であることは日頃より感じており、これ
までも魅力度ランキング 10 位以内という目標を
掲げて、観光素材集である雑誌『WONDERFUL 
SETOUCHI（ワンダフルセトウチ）』を半年に一
度作成し配布したり、地元の自治体を取りまとめ
て世界最大級の総合観光イベントであるツーリ
ズムエキスポジャパンに出展したりと訴求活動は
進めてきました。昨今、多くの方が「瀬戸内」と
いう地域に目を向けてくれるようにはなりました
が、まだまだ岡山や瀬戸内の価値は世界に伝わっ
ていないと感じています。そこで、岡山や瀬戸内
の魅力を凝縮するまちづくりに挑むことを決意し
ました。

これまでデベロッパーとして、市内中心部にマ
ンションを建設し、人の流れを創り、街に賑わい
をもたらす施策に取り組んでまいりましたが、こ
のような市内中心部の大規模開発は初めてでし
た。住む人、働く人、訪れる人が好きと思える街
とは何か。まちづくりの要が人々の交流の起点に
なる場所であるなら、地方のまちづくりはどう展
開していけばいいのか…。

私自身、岡山で生まれて岡山で育ちました。高

地方の可能性を世界に発信するまちづくりのカタチ
　～両備グループが杜の街グレースに託す思い～

両備ホールディングス株式会社
代表取締役社長
松 田 敏 之

特別寄稿

杜の街の全景
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校は広島へ行き、大学は東京。そこで就職して転
勤で福岡へ行ったこともありました。いろいろな
土地で生活をしてきたのですが、その中で感じた
のが、地方にはとんでもない可能性が広がってい
るということです。地方こそ豊かである、地方に
こそ本質的な幸せがある、そのように感じ、それ
を表現する街をつくりたい、そんな思いで誕生し
たのが杜の街グレースです。

フォトジェニックな杜の街プラザの誕生秘話
1. フードホールへの思い

岡山には恵まれた土地で育った豊かな食材があ
ります。どこに行っても安くて美味しい。それに
気が付いたのは東京に行ってからです。子どもの
ころから何気なく食べていた岡山の食材はとんで
もなく美味しいものであったと感じました。そこ
から岡山愛が増していきました。しかしこの「美
味しい」が岡山で共有されていない。この「美味
しい」の共有を目的に誕生したのが、杜の街プラ
ザ１階に位置するワンセトフードホールです。県
内に点在する岡山の魅力をこのフードホールに集
めることで、岡山・瀬戸内の食の魅力を効果的に
発信できるのではないかという発想です。また、
岡山の魅力を集めることで、岡山の人にも岡山の
魅力を再発見してもらいたい。岡山の人が地元を
誇らしく思えることが、世界へつながる街への必
須条件とも考えます。全国のチェーン店を入れた
ほうが不動産のリーシング効率的には良いことも
ありますが、唯一無二の地域のお店を結集したこ

とで地方でしかできない魅力あるフードホールに
なりました。また、街の中に進出していただいた
大手のモールさんと競合することも発生していま
せん。

コロナ禍のリーシングは苦労しましたが、我わ
れの思いに賛同いただいた数々の名店に出店いた
だきました。ミシュランガイド 2021 でビブグル
マンを受賞したピザ屋や、岡山市の老舗きびだん
ごメーカーと岡山市で半世紀以上続く豆富店がコ
ラボした新業態の店舗、岡山で 100 年以上続く老
舗醤油店など、これまでフードホールへの出店経
験がない店舗がこの杜の街プラザに構えてくださ
いました。出店にあたっては、配膳オぺレーショ
ンが不要なフードホール形式の採用をはじめ、食
器の一括購入・管理など、出店者様にご負担が少
ないように我われにできる最大限のサポートをす
る体制を整えました。

杜の街グレースは、人と人とのつながりででき
た街です。我われは地元の会社なので岡山からは
逃げられません。ですので、きちんとしたものを
つくり、きちんと運営する、という責任を痛感し
ています。

2. フォトジェニックな空間
フードホールを備える杜の街プラザがもうひと

つこだわったのが、世界中の人が思わず写真を撮
りたくなるデザインにすること。大きく次の 3 つ
の特徴があります。
①全長 70m 高さ 8m の天井に広がる瀬戸内の凪

ワンセトフードホール 天井に広がる瀬戸内の凪
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天井のルーバーはそれぞれ形状が異なり、入口
から大きな風が入って波が揺れている様子を表
現しています。

②中央の丘
中央階段を造る際、ランドスケープ的に 1 階と
2 階をシームレスにつなげたいとの思いででき
た丘。使い方は人それぞれで、くつろいだり、
お茶をしたり、演奏したりなど、自由な使い方
ができるようになっています。

③フードホールの椅子に岡山デニムを採用
表地を使ったり裏地を使ったりさまざまな表情
のデニムを感じていただけます。

3. 街の価値を上げるアート
杜の街グレースを感性豊かな人が育っていく街

にしたいと思いました。岡山が世界へ通じるため

にも、また世界から注目されるためにもアートが
必要不可欠だと感じ、杜の街プラザ 2 階にはアー
トラウンジをつくりました。鑑賞だけでなく、アー
ティストとの交流が生まれる場になればいいと
思っています。

岡山は、瀬戸内国際芸術祭や岡山芸術交流など
のアートイベントが多く開催される、芸術文化へ
の造詣が深い土地です。杜の街グレースでは、さ
りげなく飾られた本物に触れられる、またアート
を通して人々が集う場を提供しています。

4. 豊かな緑とシンボルツリーの存在
今回は都市の中の森（＝杜）の表現にこだわり

ました。地域のコミュニティの核となる場所の提
供です。

多様性の時代、世界がつながるこの時代に、人々
の記憶に残り、その人たちの心を育てることがで
きる森を目指し、岡山の在来種のグリーンを主役

中央階段とアート

岡山デニムの椅子

アートギャラリー

杜の街グレースオフィススクエア前のグリーンゾーン
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として　日本のもの世界のものにとらわれず共生
できる 1000 種 2 万株で作り上げたのが杜の街の
グリーンゾーンです。シンボルツリーはもみの
木。周りにベンチを施しました。人の動線を想像
し、人とグリーンとの出会いを思い浮かべて創り
上げたグリーン配置を感じていただきたいと思い
ます。

4. 住む人、働く人、訪れる人の
ウェルネスに向き合う

アートとグリーンにあふれたこの街のもう一つ
の重要なファクターとして、ウェルビーイングな
まちづくりへの挑戦があります。街の活力は街に
関わる人たちのパフォーマンスが創り上げます。
このパフォーマンスを高めるための未病促進、健
康寿命の伸長を目指す街の実現です。

2023 年春には、杜の街プラザ 3~4 階に岡山で
最もハイエンドなコンディショニング施設を開設
予定です。この地は 2020 年に温泉掘削に成功し
ており、天然温泉が楽しめるほか、オリンピアン
の健康づくりのノウハウを取り入れたフィットネ
スで、10 年先まで心身ともに健康でいられる体
づくりに取り組みます。5 階にはクリニックモー
ルが入居しており、健康づくりに励みながらも、
万一の時にはすぐに治療もしていただけるとい

う、全てがそろった究極のコンパクトシティーが
できあがります。

両備グループが挑むのは
「地域の方が地域に誇りを持ち地域の価値を

上げ続ける仕組みがあるまちづくり」

杜の街グレースは、都会の人気スポットの開発
経験のあるメンバーが、都会のコピペではなく、
地域の可能性を信じ、「地方だから」と手を抜く
のではなく、「地方だからこそ」本物と高品質な
ものを提供することにこだわり誕生した街です。

この街で育つ子どもたちは、幼少期から多様な
グリーンや本物のアートに触れることにより、感
性豊かに育ち、街に対して誇りを持つでしょう。
街が人を育て、人が街をつくる・・・、これが杜
の街グレースです。

私は地方が変わることで日本の未来が変わると
思っています。ある人から、地方の開発に必要な
のは、「点」の開発ではなく、きちんと地元を見て、
未来を見据えた「面」の開発をすることだと教え
ていただきました。また、38,005㎡の土地を一度
に開発するのではなく、地元の方の声に耳を傾け、
声を聞き、ニーズの高いものを少しずつ開発して
いくことがリスクを抑えながらも成功できる秘訣
だということも学びました。

地方に未来は確かにあります。貯蓄率は地方も
高くきちんとしたものをつくれば買っていただけ
ますし、地方は都会で勝負するよりもデベロッ
パーの競争が少ない分、利益率は高いです。地方
にはまだまだ可能性があります。

私は両備の社長として 7 代目です。先人が築き
上げた信頼でこれまで商売してきましたが、先人
を超えなければ未来はつくれないと思っていま
す。杜の街グレースは、まだ 5 分の 3 しかできて
いません。私たちのまちづくりはまだまだ続きま
す。

杜の街グレースの誕生が、他地域のまちづくり
の参考になり、地方の未来を膨らませ日本の未来
を豊かにしていければ幸いです。

シンボルツリーはもみの木
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2019 年に武漢に端を発した COVID-19 パンデ
ミックは、世界各国の対応の違い、その国民性を浮
き彫りにしてきました。我が国においても、何度
も緊急事態宣言やまん延防止対策（マンボウ）が
発令される中を、ウイルスは変異を繰り返し、感
染の波を引き起こしてきました。繰り返される医
療崩壊の危機、飲食業、観光業、鉄道などインフ
ラの我慢の日々を超え、水際対策も緩和され、ま
さしく経済活動の再建へと向かおうとしています。

感染第 7 波の大波がほんの少し収まる兆しが見
えた 9 月はじめに、私は、スペイン・バルセロナ
で開催された欧州呼吸器学会（ERS2022）に出張
の機会を得ました。3 年ぶりの海外出張というだ
けではなく、COVID-19 パンデミックの前後で、
出入国時の手続き等もずいぶん変わっていまし
た。遅ればせながら、9 月時点での情報を本稿に
て共有させていただくとともに、バルセロナの街
の様子、日本との違いなどの所感に触れたいと思
います。

海外出張準備段階：増えた手順は 3 つ
①海外用ワクチン接種証明の取得（マイナポータ

ルで簡単迅速に取得）：通常役所関係の手続き
には時間がかかると覚悟して
いたので、少々驚くとともに、
IT 関係の整備状況に安心した
瞬間でした。

②スペイン入国のための健康証明（スペイン保
険局当局の HP より、多くの入力項目を経て取
得）：出発の 72 時間前から入力が可能になり、
5 段階の入力ステップを順にクリアーしていく
必要があります。途中で何度もフリーズしてや
り直しながら、やっと Origin（居住国）にた
どりついて、Japan と入力したとたんに「危険
国」との表示。確かに当時、スペインは感染者
ゼロの発表をしていましたが、我が国は一日に
25 万人ほどの感染者が出ていましたから。そ
れでも気を取り直して、なんとか無事に証明書
QR コードを受け取りました。すぐに印刷と携
帯にスクリーンショットを保存しました。

③帰国前 72 時間の PCR 検査手配（現地で探すリ
スクを軽減するために、旅行社を通して、ホテ
ルから近い現地の検査施設を予約）：結局、帰
国予定日の前日に水際対策の第一回緩和対応に
より、スペインは帰国前 PCR 検査の必要国か
ら除外され、予約はキャンセルすることに。

出発～空路
①伊丹 ― 羽田間：伊丹のカウンターでスペイン

入国のための書類の確認念入りに。
②羽田：早朝から長蛇の列で、書類の念入りな確

認がここでもあり、チェックインに 30 分以上、
出国ゲートで 30 分以上とずいぶん時間がかか
りました。

③フライト：ロシアのウクライナ侵攻をうけて、
ロシア上空を避けた航路選択のため、北極圏経
由、グラスゴー、エジンバラからグレートブリ
テン上空を縦走してドーバー海峡上空を渡って
パリ・シャルルドゴール空港へ。ここまでで
15 時間のフライトとなりました。

「世界は Post パンデミック」
 ― バルセロナ出張で思うこと ―

国立研究開発法人 医薬基盤・健康・栄養研究所
AI 健康・医薬研究センター 上席研究員

伊 藤 眞 里

会員のひろば
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④入国審査：パリでは乗り継ぎのついでに欧州入
国審査。ワクチン接種証明（海外用）を見せる
わけでもなく、パスポートとフライトチケット
だけで、驚くほど簡単に欧州に入国。

⑤バルセロナのエル・プラット国際空港では、パ
スポートチェックもなく、国内線で到着したの
と同じように簡単に出口にいけたので、あんな
に一生懸命に取得した保険局登録は一度も使わ
ないでスペイン入りとなりました。なお、到着
が夜半だったので、あらかじめ、日本からタク
シーを予約しておきましたので、スムーズにホ
テルへ送っていただけました。ロストバゲージ
の憂き目にも遭うことなく、時間はかかりまし
たが、スムーズなフライトとなりました。

学会 ERS2022
ホテルの最寄り駅からメトロで学会会場へ：メ

トロ内では、ほとんどの乗客がマスク着用してい
て、一駅ごとにマスク着用を促すアナウンスがあ
り、さらには、大型犬を連れたガードマンのよう
な方が、マスクをしていない乗客ひとりひとりに

注意をして車内をパトロールしていました。徹底
ぶりに驚きました。また、メトロの主要駅には、
エレベーター内の密をさけるために、エレベー
ターが多数新設されており（写真左下）、公費が
合目的的に投入されていると感じました。学会
ERS2022（写真上）は、いわゆる呼吸器感染症で
ある COVID-19 研究の世界における中心的学会
でもあり、事前に、マスク着用義務づけの通達メー
ルが参加予定者に送られるなど、ひときわ感染対
策が徹底しており、高齢の参加者は、N95 の医療
用マスクを着用していました。しかし、学会会場
はとても混雑しており、入室制限をかけており、
あふれた人たちは、オーバーフローと呼ばれてい
るオープンな廊下のモニターで参加してました。
風通しのよい廊下では、ほとんどマスク無しの状
態でした。

学会が主催するウェルカムバックセレモニー：
昨今、国内でもインパーソン（オンサイト）で開
催する学会が増えてきています。それでも、交流
会や懇親会はまだ開かれていない学会が多いよう
です。ERS2022 では、ウェルカムバックセレモ
ニーが、人数制限をかけた事前登録者、招待者と
いう状態で開催されました。広いホールに 4 人が
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限度くらいの小さいカフェテーブルが間隔をあけ
て設置されており、参加者は各自飲み物とビュッ
フェからフィンガーフードをとって参加するとい
うシステムでした。数年前に同じくバルセロナで
開催された同学会にも参加しましたが、その時に
は、フラメンコダンサーが踊り、参加者もワイン
グラス片手に、その周りで踊るといったお祭り状
態でしたが、そんな気性のバルセロナにおいてし
ても、とても静かなセレモニーでした。私のテー
ブルでは、地元バルセロナ、エストニア、ルーマ
ニアから参加の小児科医、呼吸器科医とご一緒し、
各国のコロナ禍の様子の情報交換をしました。ど
の国も医療崩壊は激しく、とても大変だったと。
そして、今でもマスクなしの会食やこのようなセ
レモニーは怖いねという感想で、全員 N95 マス
ク会食を徹底していました。なお、この学会は、
呼吸器疾患全般の最新研究の報告が主体ですが、
COVID-19 については、昨年までの内容に比較し
て感染対策や感染状況の報告はほとんどなく、後
遺症対応と重症化因子の研究、薬の開発状況の報
告などに主体が移っていました。そして、学会内
でも post パンデミックという言葉を使っており、
コロナ前に戻ったのではなく、コロナの先に進ん
でいるという状況を肌で感じました。

バルセロナの街
私は、今回でバルセロナ出張は 5 回目となり、

かなり親しんでいる街です。これまでに学会が主
催する遠足にて、有名な観光地には連れて行って
いただいていたので、今回は、人混みを避けて、
ホテルと会場の往復のみで過ごしました。それで

もホテルが「カサ・ミラ」（下の写真一番上）と
いうガウディ建築の有名な住宅のすぐそばで大変
美しい町並みでした。レストランは、パティオを
歩道に出しており、どこも大変な賑わいでした
が、レストランの中での飲食客は見かけませんで
した。
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帰国準備
バルセロナ出発日

に mySOS というアプ
リをダウンロードして

（写真左）、ワクチン接
種状況を入力して、検
疫手続きの事前登録

（ファーストトラック）
を行いました。青い画
面（写真右）が出てきたら完了です。

帰国
国際線出発カウンターで

ひとりひとり事前にチェッ
クが行われました。帰国後、
羽田空港では、さらにその
青色画面からワクチン接種
証明画面まですすめての提
示が求められ、なんと、ひ
とりひとりに水色の紙が渡
されました。せっかくアプリシステムが稼働して
いるのに、その紙を持って、検疫スペースで審査
を受けるというシステムになっていることに、少
し驚きました。

Post パンデミック、Beyond コロナ
パリでもバルセロナでも空港にはわかりやすい

感染対策の図があちこちに貼ってあり、空港のあ
らゆるところに消毒液が置かれ、通る人々は頻繁
に消毒をしていました。ラウンジでも自分が使っ

たところを消毒シート
で拭いている人々の姿
を目にしました。先に
も述べましたように、
メトロや屋内といった
閉鎖空間では必ずマス
クをするというよう
に、日本で報道されて
いる諸外国の様子とは
あまりにも異なってい
ることに驚きました。国民ひとりひとりが必要な
ことは何で、不要なことは何かということをよく
理解して、自らの責任で行動しているように感じ
ました。

我が国においても、しっかりと国民に説明し、
理解を促していくことがとても重要なことと思い
ます。

COVID-19 パンデミックがもたらした社会への
影響は、もちろん大きな経済的な打撃がありまし
たが、テレワークの促進など、働き方を見直す機
会を与えてくれました。科学技術の進歩は、驚異
のスピードでワクチンを完成させ、創薬の現場に
も大きなパラダイムシフトが起きました。世界が
一丸となってあらたなウイルスにも備える基盤研
究もスタートしました。そして、何よりも、何度
も何度も医療崩壊の危機に見舞われながらも、最
前線で命と向き合い、守り続けてくださっている
医療現場への感謝と敬意の気持ちは、世界中で、
いつまでも何世代へも受け継がれていくことと思
います。
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新 会 員 紹 介
新しく入会された会員をご紹介します。　〔五十音順・敬称略〕

（1）年齢　（2）出身地　（3）所属（会社名等）部署・役職名
（4）趣味：読書（最近読んだ本）・旅行（印象に残った土地、理由等）・その他
（5）入会に際しての抱負など

福
ふくなが

永　究
きわむ

（1）51 歳　（2）大阪府
（3）株式会社クボタ 研究開発統括部 部長
（4）テニス： テニススクールへの子供の送迎をきっかけに自らも週１回のレッスン受

講を開始して７年経過しました。自分しか気付けないわずかな技術の向
上をモチベーションにして継続中です。

　　園　芸： コロナ禍で園芸を始めました。小さな種から大きく育つ植物の生命力に
改めて感動します。また成長した苗を寄せ植えして綺麗に花を咲かせて
くれたときの喜びは格別です。

（5） 様々な分野でご活躍の皆様と交流させていただき、新たな知見が得られることを
楽しみにしております。この経験から皆様を含めた世界の人々に対して、より良
い食料、水、環境の提供につなげていきたいと考えております。よろしくお願い
いたします。

（訂正とお詫び）
前号（No.272）の「新会員紹介」（P.16）において、中田将稔様の会社名を誤って記載しておりました。
正しくは住友電気工業株式会社です。謹んでお詫び申し上げ、訂正させていただきます。

会員の皆様へ

①開催日など
②トピックスの内容(タイトル)
③詳しい案内はPDFにして下さい。

＜本件窓口＞
大阪国際サイエンスクラブ　事務局
TEL：（06）6441－0458　
FAX：（06）6441－0459　
Email : science@isco.gr.jp

ホームページ「会員便り」へのご投稿お願い
会員の皆様が発信したいトピックス（新技術、イベント等）を掲載いただける「会員便り」を設定し
ています。大いにPRにご活用下さい。
下記の内容をいただきましたら、ホームページへアップさせていただきます。
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事務局からのお知らせ

＜最近の行事のご報告＞
・10/7　国際交流懇談会 第 4 回若手研究者の国際研究交流から世界のサイエンス動向を知るセミナー
　　　　　「タイにおける巨大淡水魚の生態研究〜水産資源を守り、人々の暮らしを支えるために〜」

＜京都大学大学院情報学研究科 目戸綾乃 様＞
メコン川の巨大淡水魚は、タイなどの流域国で人々の貴重なタンパク源として古くから重宝され、暮らしと密接

に関わってきましたが、乱獲や河川開発の影響を受けて、その数は激減しています。タイをフィールドに巨大淡水

魚 2 種（メコンオオナマズとカイヤン）の生態を研究されている講演者の目戸様に、研究成果だけでなく、親日

国であるタイ国での生活や研究環境などについてもご紹介頂きました。

・11/1　見学会「カーボンニュートラル技術の研究開発拠点見学ツアー」＜大阪ガス㈱＞
カーボンニュートラル実現のために、革新的な技術の開発とその早期の社会への実装が重要となる中、大阪ガス

㈱様ではカーボンニュートラル実現に向けた研究開発を加速するために、カーボンニュートラル技術の研究開発拠

点「Carbon Neutral Research Hub」（CNRH）を開設されました。今回の見学会では、メタネーション技術

などのカーボンニュートラルなエネルギーを「つくる」技術開発や、化石燃料の代替として注目されているアンモ

ニア燃料を利用する小型エンジンシステムなどのカーボンニュートラルなエネルギーを「つかう」ための研究開発

などを見学させて頂きました。

＜今後の行事について＞
・1/13 〜 2/3（毎金曜日）　金曜サイエンスサロン
　　　「脳の高次情報処理機構のモデル化〜「こころ」はどこにあるのだろう？〜」

＜コーディネーター：田口隆久様（脳情報通信融合研究センター副センター長）＞
・2/8　ワインセミナー「家飲みにピッタリのワインを世界中から厳選！（仮題）」

＜平田哲也様（テロワール by エノテカ大阪高島屋店店長、( 社 ) 日本ソムリエ協会認定ソムリエ）＞
・2/14　特別懇談会「『緊縮財政』『消費増税路線』が日本の科学技術を凋落させた」

＜藤井聡様（京都大学大学院工学研究科教授）＞
・3/28　若手学識者との異分野交流会（化学分野：タイトル未定）

この後も、おもしろいテーマを企画していきますので、皆さまのご参加をお待ちしています！

（お詫び）
2023 年の「新年交歓会」は、新型コロナウィルス感染予防ならびに拡大防止を図り、関係者皆様の安全確保のため、

開催を中止させて頂くことと致しました。前年に続いての中止となり、ご予定頂いておりました方々には大変恐縮で

はございますが、何卒ご理解賜りますようお願い申し上げます。

＜お願い＞
　 行事案内や各種ご連絡はメールを通じて行いたいと考えています。また、会員さま専用のホームページも

開設致しましたので、それをご利用頂くためにも、この機会に、是非メールアドレスをご登録下さい。
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2023 年 1 月（R5）発行 大阪国際サイエンスクラブ　広報委員会 
大阪市西区靭本町１丁目８番４号 TEL（06）6441-0458
ホームページ ：https://www.isco.gr.jp/
E-mail アドレス：science@isco.gr.jp

編集後記

平成4年は、地政学的にも不安定さが増し、とりわけロシアによるウクライナ侵攻、米中の覇権争い、

米国内での民主・共和の分断などが目につきました。しかもこれらの国のリーダーがほぼ 80歳前後

であり、若手の台頭が見えてきておりません。国内を見ても、若手がなかなか既存の高い壁を打ち破

るには至っておらず閉塞感があります。大谷翔平や藤井聡太だけが常に期待されるのも、そんなとこ

ろに原因があるのかもしれません。

本新春号では、これまでに続き「高齢化」に目を向け、高齢者が老いを楽しみ、豊かな実りの時間

を過ごすために必要なことについての特別寄稿をお願いし、掲載いたしました。コロナ禍が続くこの

ような時期だからこそ、年齢や病魔に負けず、力強く生きていきたいものだと私共を勇気づけてくれ

ます。

この数年間は、見学会の開催は思うように実行できず、講演会もリモート開催主体となってしまい

ました。ましてや海外視察を始め、国際と冠した当クラブ名を体現した活動を展開できず、非常に残

念に思われます。そこで会員様ご自身がまさに今の時期に経験された海外出張の話題を企画いたしま

した。今後は海外への活動も復活されると思われ、本クラブでも海外視察や国際的な講演会の開催が

期待されます。

さらに、本会報を充実させていくために、旅行記や趣味の事など皆様からのご寄稿を心よりお待ち

しています。どうぞよろしくお願い申し上げます。

広報委員　嘉数 隆敬

大
谷
ク
リ
ニッ
ク
　
院
長

大
谷
眞
一
郎

謹　賀　新　年
2023年（令和5年）

大
学
院
工
学
研
究
科

教
授

大
阪
公
立
大
学

小
川
昭
弥

大
槻
眞
一

阪
南
大
学 

名
誉
教
授

研
究
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
学
会

　
副
会
長

　
関
西
支
部 

支
部
長

岡
本
幾
子

大
阪
教
育
大
学 

学
長

大
阪
市
立
大
学
　
名
誉
教
授

児
玉
隆
夫

京
都
大
学
　
名
誉
教
授

吉
川
　
暹

大
阪
大
学
　
名
誉
教
授
・
招
聘
教
授

小
林
昭
雄

研
究
セ
ン
タ
ー
　
理
事
長

（
社
団
） 

テ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・日
本
杜
仲

智
の
木
協
会
　
代
表
幹
事

脳
情
報
通
信
融
合
研
究
セ
ン
タ
ー

（
国
研
）情
報
通
信
研
究
機
構

　
　
　
　
未
来
Ｉ
Ｃ
Ｔ
研
究
所

田
口
隆
久

副
研
究
セ
ン
タ
ー
長

京
都
大
学
　
名
誉
教
授

東
　
邦
夫

中
野
秀
男

大
阪
市
立
大
学
　
名
誉
教
授

兵
庫
県
立
大
学
　
名
誉
教
授


岡
恒
夫

峯
平
　
慎
哉

（
社
団
）テ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

専
務
理
事

日
本
み
ど
り
の
プロ
ジ
ェク
ト
推
進
協
議
会

総
務
部
長

山
田

作

大
阪
市
立
大
学 

名
誉
教
授

大
阪
河
﨑
リハビ
リ
テ
ー
シ
ョン
大
学 

名
誉
教
授

社
会
医
療
法
人
若
弘
会 

監
事

京
都
大
学
　
名
誉
教
授

木
村
逸
郎

福
井
大
学
　
元
学
長

(

一
財
）大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
　
顧
問

京
都
大
学
　
名
誉
教
授

福
井
大
学
　
名
誉
教
授

児
嶋
眞
平

森
脇
俊
道

神

戸

大

学
　
名
誉
教
授

摂

南

大

学
　
名
誉
教
授

− 18 −



大
谷
ク
リ
ニッ
ク
　
院
長

大
谷
眞
一
郎

謹　賀　新　年
2023年（令和5年）

大
学
院
工
学
研
究
科

教
授

大
阪
公
立
大
学

小
川
昭
弥

大
槻
眞
一

阪
南
大
学 

名
誉
教
授

研
究
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
学
会

　
副
会
長

　
関
西
支
部 

支
部
長

岡
本
幾
子

大
阪
教
育
大
学 

学
長

大
阪
市
立
大
学
　
名
誉
教
授

児
玉
隆
夫

京
都
大
学
　
名
誉
教
授

吉
川
　
暹

大
阪
大
学
　
名
誉
教
授
・
招
聘
教
授

小
林
昭
雄

研
究
セ
ン
タ
ー
　
理
事
長

（
社
団
） 

テ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・日
本
杜
仲

智
の
木
協
会
　
代
表
幹
事

脳
情
報
通
信
融
合
研
究
セ
ン
タ
ー

（
国
研
）情
報
通
信
研
究
機
構

　
　
　
　
未
来
Ｉ
Ｃ
Ｔ
研
究
所

田
口
隆
久

副
研
究
セ
ン
タ
ー
長

京
都
大
学
　
名
誉
教
授

東
　
邦
夫

中
野
秀
男

大
阪
市
立
大
学
　
名
誉
教
授

兵
庫
県
立
大
学
　
名
誉
教
授


岡
恒
夫

峯
平
　
慎
哉

（
社
団
）テ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

専
務
理
事

日
本
み
ど
り
の
プロ
ジ
ェク
ト
推
進
協
議
会

総
務
部
長

山
田

作

大
阪
市
立
大
学 

名
誉
教
授

大
阪
河
﨑
リハビ
リ
テ
ー
シ
ョン
大
学 

名
誉
教
授

社
会
医
療
法
人
若
弘
会 

監
事

京
都
大
学
　
名
誉
教
授

木
村
逸
郎

福
井
大
学
　
元
学
長

(

一
財
）大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
　
顧
問

京
都
大
学
　
名
誉
教
授

福
井
大
学
　
名
誉
教
授

児
嶋
眞
平

森
脇
俊
道

神

戸

大

学
　
名
誉
教
授

摂

南

大

学
　
名
誉
教
授



https://sumitomoelectric.com/jp/







日根野公認会計士事務所
税理士法人日根野会計事務所

代表社員　   日 根 野  文 三 公認会計士・税理士
医業経営コンサルタント

代表社員　   日 根 野   健 公認会計士・税理士

　　社員　   塩 見  佳 子 税理士

〒540-0024 大阪市中央区南新町2丁目3番7号  塚本ビル7F

　当サイエンスクラブの会員による囲碁の同好会「同友会」が下記の要領で開催されています。
会員同士の自由対局の他、プロ棋士による指導を受けることもできます（隔月開催）。ご関心のある
方はどなたでも随時ご見学頂けます。この機会に是非ご入会下さい！

記

日　時：毎月第2、第4金曜日　13:00～17:00
場　所：大阪科学技術センタービル会議室
参加費：1,000円（ドリンクサービス付）
その他：①｢同友会｣の年会費12,000円が必要です（4月に徴収）
　　　　②�活動は会員同士の自由対局が中心ですが、プロ棋士（現在は日本棋院の種村小百合二段）

の指導を受けることが出来ます＜隔月開催、3面打ち（指導料2,000円）＞

同友会（囲碁の会）謹 賀 新 年




